





























































表明をされました。これによりまして、1991 年 10 月、
平成 3 年ですけれども、愛知大学に全ての資料が
山田家から寄贈されました。その後、学内で資料






















































































































































































た、辛亥革命 100 周年にあたる 2011 年の 11 月に
は NHK の BS プレミアムで「孫文」という番組が放
映されました。その取材でテレビカメラが 2 回記念
センターに入りましたが、その時に馬場センター長
がインタビューを受けられました。こちらは、孫文が
山田に贈った書について、カメラの前で馬場セン
ター長が紹介されている様子です。実はこのときに、
写真には写っておりませんが私も佃講師とともに
控えておりました。そして私は馬場センター長に孫
文の書をお渡しする役を演じました。テレビカメラ
44
の前で何度かリハーサルもして、本番でもカメラの
前に立ったのですけれども、残念ながら私の姿は
全部カットされまして、ただ左足だけが辛うじて映
っておりました。そうした良き思いでもございます。 
また、2011 年には愛知大学におきまして、記念
センター主催で台湾からも先生をお招きした国際
シンポジウムを開催しました。あと、宣伝になってし
まうのですけれども、今回の展示会場では山田兄
弟に関する資料のごく一部を展示しておりますが、
ご紹介できなかったものもたくさんございますので、
山田兄弟の生涯を浮かび上がらせる主な資料を、
ブックレットという形で私の方でまとめさせて頂きま
した。外に記念センターがこれまで発行してきた図
書が閲覧用として並べられておりますが、その中
にこのブックレットもあると思います。もし関心がお
ありの方は、ご覧頂ければと思います。 
時間の関係で早口になってしまいましたけれど
も、山田兄弟についてご紹介させて頂きました。最
後に私見を１つ述べさせて頂きますが、ここ最近、
特にこの数年間、日中関係は非常にギクシャクし
ており、難しい状況になってきております。こうした
時だからこそ、山田兄弟のような、中国のことを真
剣に考えていた日本人がかつていたということを、
今一度思い出すことは非常に重要なことなのでは
ないかと考えております。 
以上で私の発表を終わらせて頂きます。ご清聴
有難うございました。 
 
司会 どうも有難うございました。短い時間でした
が上手くご紹介頂きました。時間があまりありませ
んけれども、ご質問がございましたら、どなたかお
一人お願いします。宜しいでしょうか。武井さんは
展示室の方に今日ずっとおりますので、展示をご
覧になりながらで結構ですので、ご質問等頂けた
ら幸いです。では、どうも有難うございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
